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アカマツ林の間伐試験

Thinning test on the forest of Pinus densiflora; 

山梨県系林業試験場

YAMANASI-KEN FOREST EXPERIMENT STATION. 

1. まえが 3

アカマヲ林の取扱いについては最近ひろく研究され、その施業?去についても形質をよくする

ため密植し、週正た立木本数にも正予いて間伐を行うたどの方針がとられるよう Kたったり。

ま?と材積牧かく表も敷会長く発表されているが、 2)3)心 者完了.じ地位級でも生育は相営ちがう土

うである。 したがって施主主法も各地方ごとに確立されねば註.らない。

蛍試験場が設立されたとる北E摩郡にアカマツ林の間伐Kついて試験地が設けられたが、そ

の測定結果は今後のJ係下アカマヅ林の取扱いに役立つととと思う。

2. 試験地および試験方法

試験地は北五摩郡小淵沢村守二捧道下にあ仏 i¥グ岳事業区 2材;班は小ryJ:のブカマツ天然生林

1‘66haである。地質は八グ岳火山岩を基岩とし、表土は深く火山友土でやわらかく肥せき度

はI{t宿である。

間伐の方法はA、B.C種j忌J:び、ユナ{グ式間伐方法(註)4の種類で、いままでにu日示ru2、16

年の2間間伐され現在の林令は 42年生である。各間伐区の面積はO、151mでく Pかえしはない。

試験地の地位は山本、 3)植杉 2)氏ちのl吹かく表からみて直当地にあたる。

3. 測定結果

昭和12年に第1回の間伐が行われたが、そのとき G本の標準木について樹幹解析し?と結果を第

1表にしめす。
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第 1表標準木の平均成畏

'fable 1 Ave了ageincrements (l)f sample trees. 

N0te: T0tal J.ncreme;lts， Curre:1t Annual Increment and Inctement percentage 

we:-e indicated bl'iefly. 

25年までに樹高は15，....，20年の間で連年生畏量が最えとたるが、胸高直径と材積はたお最大値

をしめさない口

つぎに間伐前後C立木本数をごha蛍についてみると第 2表のようにたる。

第 2表出J伐 1u後の立木本数
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本政間伐卒は昭和12年にはA、 B ， O 極おJ:び、ユナ{グ種がそれぞれ34 、 58 ‘ 60 、 63，9~であれ

昭和16年にはム種が12%で他はあま Dきられてv、たい。昭和16年から現在までに本数が減少し

ているのは枯鼠による除伐と盗伐によるもので、ある。そのため現在では立木本数は C種よりB 

種の方がすくたい。 12年間忙わたっ-て除伎以外にたされたかったので¥各区とも樹冠は完全に
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閉鎖しているが、それで、もたむ間伐種に上 P林相、樹冠忙は相巽がみとめられる。(写真参照)

完工島A種とユナ{グ式の区はB.C種にくらべて、試験設定のとき立木本数がj6'沿い。

つぎに各間伐現にむけるha営り材積の消長を ~r~ 3去にしめす。

第 3表間伐前後の材債 in'l

Tab~e 3 vGJume (';f befGl'e and after thinning 

間伐種 1 937  1 9 4 1 1 9 5 3 

Thinning 

鵬 前 1
11吋サ 「??!?i?!?grade 

B.1
、

A.T

A 249 191 100 219 100 212 100 347 100 

R 219 ]37 72 165 75 lo2 76 329 95 

C 153 色。 ]86 85 183 86 36] 104 

J 254 139 73 165 164 77 314 91 

N0te : As t0 the l.1bbrevIatl<9ns， J.， B.T. and /¥.T. were meal1t Junack's system， 

befsre and after thinning respectively. 

第 1回の間伐後に沿いて A種にくらべ他の間伐種は材積が70'"'-'80%であったが、 16年すぎ?と

今日、 B種とユナ{グ式はわす=かにすくないが、 C種はA種上 bややj6'j6'くたった。

35年生むアカマタ林についてB種間伐したととろと放置したととろとを 13年後忙測定し?と結

果、間伐の効果は残し?と林木のたきさ、ととに肥大生長をうたがすととにあれ ha営bの線生

長室は本数減少のため高めるととはできないと報告されているの。

林令19年のアカマツ林にA.B長上びC種の間伐をj6'とたい、その後の生育を比較した獄験に

よると、 6)_材積の増加はB.C種にくらべてA麗はさわめてすくたく、 B、C穏の閣では間伐後

5年間はあまり差がたいが、 10......，15年たつとC陸がはるかt亡命治くなるという。

2回の間伐時むよび現在l[Cj5-ける平均木の生長fとみると、樹高は26年生のとき9.0'""-'9.5m、30

年生のとき11.0--11.71ue'間[:3(:種比よってあまりちがわたい。 42年生の現在に3ないてA、B、C

種to上び、ユナ戸グ式の樹高はそれぞれ 16.7 17.2 18.3 16.7で、 A種上J)B.C種の方が?とか

〈、いままでの試験結果むののとは一致したかった。

絢f¥E.i直径、材替、については第1、2園のと告Dである。
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第1[Zl 平t9* の~~高直径
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上図よ P 胸~J直径の連年生長量は26. .....，30年生のとき最大になるととがわかる。材積は42年生

?でA程にくらべてB、C穏は30--405話会長かった。

担酉.:r.=J
~令 AJ件 42

また現在に:;ìoける平均木の生長欣態は材積.胸r.~-i.r直径、樹高のい十れも C 種、 B種、ユナ{

26 30 

樹高にJ:1J:r也{立が判定され、アカマデ林は立木本数の告沿い }jがすくないととろより樹高が

グ式、 A種.011民である。

たかく怠るととは康くみとめられて3なれとの試験において立地依件に主がたかったとはいい

きれない口

4. 摘要

アカマヅ林の間伐訣験が蛍場の設立されたときから縦模されているの実験計画には不備のJ点、

もあるが、その結果は何等かの参考になると思う。

試験地は八グ岳山ろくにある天然生一揖林で地位はE等地である。間伐の方法はA、B.C種

:;io土びユナ{ク式の4種で、いままでに昭和12.16年の 2回間伐が台とたわれた。

1) 各間伐種のあいだで立地[底件の差がたかっ、たとはいい曾れないが、第1回間伐から16年先



- 12ー

って材積はほぼ3なたじにたった白現在の平均木について材積、胸高直径i>よび樹高の生長は

いやれもC種、 B種、ユナ{グ式、 A種の順で、あった。

2) 樹高は 15'-"20年生、胸高直径は26'-"-30年生のとき癌年生長室が最高のようである。
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6. あとが3

との試験の設定、昭和16年の測定命よび標準木の樹幹解訴は津久井技師によってたされ、昭

和28年の測定たらぴ忙調査のまとめは韮崎替林事務所の笠井技師と誤験場の山崎、安藤、保坂

によってなされた。

調査のまとめにあたっては東京大学浩林学教室から文献を借用した。あっく:Jo鶴を申しあげ

る。

註〉ユナ F グ式間伐法とは 1931年に JUNACK氏によって提唱されたアカマヅの間伐論である。多年の観

察によってアカマヅ杭の生長は葉の総量に支配きれるととをみとめ、間伐の要点は最少の立木本数で最

多の針葉量をもたせる樹冠撫育であるとし、実行にあたっては幼令林によわく、壮令材はもっとも強く
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間伐することを強調してVるロなお間伐木の選定にはまず未来木を決定してから伐採木をえらぶのがよ

いとして図示によって説明されている。

この間伐法の紹介はつぎの報告がある。鏑木徳二:ユナ戸グ式の赤松間伐法 大日本山林会報.495. 

1-16. 1924. 

Resume 

An attempt t(') the thinning (')f Pinus densiflO1・awas established in 1937. Experimental pl(')t 

is s~tuated at the f(')(')t (')f. the YA1'UGATATAKE mountain) YA1IfANASIPref.， and forest s'te belongs 

to the c1ass nI. 'l'hinnlng grade was set in A (light gradei， B (m0derate grade)， C (heavy 

graee) anヨJunack'ssystem. For the present-at the 16 years after the' _first thinning-v01ume 

per un・ta了ea(excepting vø~ume (')f th;nn'ng) 111 every plot sh0wed nearly same am0untくTable

3). and gf0Yvth 011 the avern.ge tcee ranks as f01!0ws; C， B) Junack's aud A grade. 



潟 異 1 林 相

A 種 B 種

c 種 ユナーグ式



潟異 2 樹冠の状態

J主種 B 種

o 種 ユナ戸グ式


